
健康への脅威の克服

□

■
ヘルスケアセクターのイノベーションは社会・経済のレジリエンス向上に寄与
新型ウイルスなどに対する予防力（ワクチン開発等）、パンデミック発生時の対応力（医療技術・
体制）を強化し、さらなる高齢化社会の進展に向けた社会機能の維持・向上を図ることは、
持続的な経済活動の大前提

MUFGの
認識

●

●

ファンド活用や成長企業支援（大企業との協働を含む）の枠組みを通じたヘルスケア関連技術の支援
寄付等の社会貢献活動を通じた医療関係機関やワクチン研究開発等の支援

主な
取り組み

Pick Up

ライフサイエンス分野の新産業育成を支援

iPS細胞技術の事業化・社会実装、新産業の育成支援のためオリヅルセラピューティクス株式会社※に
主要株主として出資
少子・高齢化への対応、健康長寿社会の実現における重要テーマであるライフサイエンス分野の発展に
貢献

●

●

新型コロナウイルス感染症拡大への対応

学びたい学生の生活や進学を支援     総額 16億円●

創薬・再生医療等を担うベンチャー企業を支援
三菱UFJキャピタルと協働で「MUFGメディカルファンド」を設立
    総額 100億円

●

※2021年4月に京都大学イノベーションキャピタル株式会社と武田薬品工業株式会社が協働で設立した
iPS細胞由来の再生医療等製品の開発事業と iPS細胞技術の利活用事業に特化した研究開発型企業

その他の支援

芸術支援

学生支援

医療支援

人々の心を潤し暮らしを豊かにする音楽芸術活動の継続を支援
「公益社団法人日本オーケストラ連盟」に寄付     総額3億円

●

感染症指定医療機関として全国の病院にて医療活動を継続している医療関係者の皆さまを支援
「日本赤十字社」に寄付     総額5億円
感染拡大防止へさらなる対応および中長期的な日本の医療の発展を支援
国内でワクチン開発を先導している「東京大学医科学研究所」と「大阪大学」に寄付     総額5億円
お客さまとともに取り組む寄付・支援の枠組みとして「＃おうちでMUFG」を実施
「日本赤十字社」と「公益社団法人全日本病院協会」に寄付     総額5億円

●

●

●

□機会、■リスク、　  機会・リスク



～「MUFGパーク」構想～
緑豊かなエリアで心と体をリフレッシュ

　MUFGは、持続可能な環境・社会の実現に向けた取り組みの一環として、東京都西東京市に保有している
施設「武蔵野運動場」を、「MUFGパーク（仮称）」として一般開放します。（2023年6月オープン予定）

Nature：都心における貴重な緑環境
Sports：テニスコートやグラウンドなどのスポーツ・健康増進環境
Communication：コミュニティライブラリー、芝生広場などの交流・交歓環境

●

●

●

総面積約6ヘクタールを誇るMUFG パークは 3 つのコンセプトで構成されます。

都心部における貴重な自然価値の保全 ･継承
レジリエントな地域・社会の創造

●

●

ウィズ／アフターコロナ時代に対応した
コミュニティ形成の支援

●

地域・社会が進むチカラに

　MUFGは、未来に向けて私たちが向き合うべき地域･社会の多種多様な課題解決に取り組みます。
そして、そこで培われた経験･価値を社会に向けて発信することで「地域 ･社会が進むチカラ」になります。

バンクダナモンにおける新型コロナウイルス感染症拡大への対応

コロナワクチン製造設備投資資金としてイスラム金融を活用し1.5兆ルピアを資金支援（約109億円）
医療従事者に4,000個の個人用防護具（PPE）を寄贈
医療および非医療ボランティア 10,000人に保険を提供
交通インフラを支える配車サービスドライバーに 10億ルピアを寄付（約730万円）

●

●

●

●

　パートナーバンクであるインドネシアのバンクダナモンでは、最前線で新型コロナウイルス感染拡大
防止に取り組む医療従事者やボランティア、また感染拡大による影響を受けた配車サービスドライバーへ
の支援を実施。

配車ドライバーへの寄付の様子 個人用防護具寄贈の様子 保険提供時の様子




